
上越ケーブルビジョン FMみょうこう 

平成 28年度 

第 1 回放送番組審議会 議事録 

 

１ 開催年月日  平成 28年 4月 18日（月）14：00～ 

２ 開催場所  FMみょうこう 2階 会議室 

３ 委員出席 

    委員数  5名 

    出席委員数 4名 

出席委員の氏名 

濁川明男 委員長、太田善万 副委員長、渡邊隆 委員、横山明 委員 

 

上越ケーブルビジョン株式会社（FMみょうこう）出席者名 

齋藤俊幸 取締役専務、植木悦 取締役放送部長、菊谷紀道 放送部 FMみょうこう課長 

 

４ 議題 

（１） 生放送「Coming up！」12:00～14:00（月～金）について 

（２） 今後の放送計画について 

（３） その他 

 

５ 議事の概要 

（１） 生放送「Coming up！」についての質疑と解答 

（２） ５月、６月に予定している特別番組についての質疑と解答 

（３） 今後の番組や放送に対する要望等 

 

６ 審議内容 

（１）「生放送 Coming up！12:00～14:00（月～金）について」 

    ①（審議委員） リスナーとのやり取りが面白いが、リスナーからのメッセージ投稿を番組内 

でもっと促してはどうか？ 

  （事務局） 12時台のはじめと 13時台のはじめに案内している。今後は、タイミングを 

みて呼びかけを増やすよう心がける。 

 ②（審議委員） ジングルの放送回数が多いのではないか？開局して間もないので、宣伝する 

という意味では必要かもしれないが。 

  （事務局） 現状は、節目ごとに毎回入れているので、多いかもしれない。検討して、適 

正な回数にする。 

 ③（審議委員） リスナーからはメッセージがどれくらい送られてくるのか？ 

  （事務局） 10通程度。 

 ④（審議委員） スタジオトークの音量と中継リポートの音量、曲の音量のバランスが悪いよ 



うに感じたが、どうか？ 

  （事務局） 原因を探って、改善するよう心がける。 

 ⑤（審議委員） コーナーが多すぎないか？どこにウェイトを置くかを絞って放送したほうが 

より番組を楽しめるのではないか？ 

  （事務局） 情報番組の位置づけであることから、様々な情報を盛り込んでいる。開局か 

ら 4ヶ月がたつので、見直しも視野に入れて検討したい。 

 ⑥（審議委員） 番組モニターなどを置き、聴取率を計ることはできないか？ 

  （事務局） サイマル放送では、何人が聴いていたかがわかるシステムになっている。 

 ⑦（審議委員） SNSなどをうまく活用して、リスナーからのメッセージを受け付けてはどう 

か？ 

  （事務局） メッセージ受付で SNSを採用することはできるが、数種類のツールでメッセ 

ージの投稿を確認しなくてはいけなくなるため、作業が複雑になり、対応が 

難しい。 

 

 （２）「今後の放送計画について」 

  （審議委員） 中継をするのであれば、今後、関山神社の火祭りがある。 

番組で取り上げるのに適した人物として、横笛の研究を行っている人がいる。 

   観光スポットとして、沼の原湿原がある。 

 

（３）「その他」 

   （審議委員） 妙高市の自然を地道に発信していく番組はどうか？ 

  （事務局） 中継等で行うこともできるが、番組として放送できるかを検討する。 

 

７ 審議機関の答申又は意見に対してとった措置の内容及び年月日 

    

審議番号 措置の内容 措置日 

（１）－① 質問に対して回答 平成 28年 4月 18日 

（１）－② ジングルの放送回数を削減 平成 28年 4月 19日 

（１）－③ 質問に対して回答 平成 28年 4月 18日 

（１）－④ 適切なボリュームを探って調整、確認 平成 28年 4月 19日 

（１）－⑤ 番組コーナーの割合の検討を開始 平成 28年 4月 19日 

（１）－⑥ 質問に対して回答 平成 28年 4月 18日 

（１）－⑦ 質問に対して回答 平成 28年 4月 18日 

（２） 意見の集約 平成 28年 4月 18日 

（３） 妙高市の自然を紹介する番組の検討を開始 平成 28年 4月 18日 

 

 

 



８ 審議機関の答申又は意見の概要の公表 

 公表の方法 ①自社放送 

   ②事務所への備え置き 

   ③自社ホームページ（http://fm-myoko785.jp）への掲載 

 

９ その他参考事項 

 特になし 


